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【企画調整課独立行政法人連絡室からのお知らせ】 

① 国立文化財機構 文化財活用センター 

・文化財複製・デジタルコンテンツ等の貸出 

国立文化財機構が所有する文化財の複製やデジタルコンテンツ等をお貸し出しします。ミュージア

ムでの展示はもちろん、公共・商業施設の空間演出や、セレモニー用品、撮影小道具など、幅広い用途

にご利用いただけます。 

URL：文化財複製・デジタルコンテンツ等の貸出 

 

・ぶんかつアウトリーチプログラム 

文化財複製を用いて、全国各地の子どもたちが文化財に親しむためのプログラムを開発、実施しま

す。学校の授業やミュージアムでのワークショップ、教員研修などにご活用いただけます。 

URL：ぶんかつアウトリーチプログラム 

 

・国立文化財機構所蔵品貸与促進事業 

日本とアジアの歴史・伝統文化の発信ならびに地方創生・観光振興に寄与することを目的とし、国内

各地のミュージアムに対して、各地域ゆかりの所蔵品を貸し出し、それにかかる作品輸送費等を支出す

る「国立文化財機構所蔵品貸与促進事業」に取り組んでいます。  

URL：貸与促進事業とは 

 

・デジタル法隆寺宝物館 

法隆寺ゆかりの名宝をデジタルコンテンツや複製でくわしく鑑賞、体験できる展示室です。国宝「聖

徳太子絵伝」と「法隆寺金堂壁画」のデジタルコンテンツや複製グラフィックパネル、伎楽面などの復

元模造を半年ごとに展示替えして公開します。 

URL：デジタル法隆寺宝物館 

 

 

② 国立科学博物館 

（国立科学博物館 上野本館） 

・教員のための博物館の日 

学校の先生に、博物館に親しみを持ってもらうことを目的とした「教員のための博物館の日」の紹介

です。令和６年度は全国 64 館で実施していて、各参加館それぞれで取り組める事業を行っています。

館のジャンルに限らず、関心のある館はぜひ下のメールアドレスまでご連絡ください。また、12月 13

日（金）には参加館だけでなく、これからの参加を検討中の博物館も対象とした、公開フォーラム「教

員のための博物館の日 2024」事例報告会を開催します。 

Mail ：museumforteachers@kahaku.go.jp  

URL ：教員のための博物館の日 

 ：公開フォーラム「教員のための博物館の日 2024」事例報告会 

https://cpcp.nich.go.jp/modules/r_free_page/index.php?id=32
https://cpcp.nich.go.jp/modules/r_free_page/index.php?id=31
https://cpcp.nich.go.jp/modules/r_free_page/index.php?id=15
https://cpcp.nich.go.jp/modules/r_exhibition/index.php?controller=dtl&id=34
mailto:museumforteachers@kahaku.go.jp
https://www.kahaku.go.jp/learning/leader/mdayt/index.php
https://www.kahaku.go.jp/learning/leader/mdayt/forum2024.php
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・教育、博物館関係者の皆様へ 

博物館職員向けの、対面での学芸員専門研修アドバンスト・コースやオンラインでの研修などを実施

しています。また過去の学習プログラムに関する研究開発や、実施した試行的な学習プログラムについ

ても紹介しています。 

URL：博物館関係者向け  

 

（国立科学博物館 筑波実験植物園） 

・学習支援プログラム 

植物園での学習：植物園では、多種多様な植物を自然に近い状態で育てています。 

図鑑や教科書でしか見られない植物もたくさんあります。本物の生きた植物から、多種多様な植物の特

徴、面白さ、不思議さを、体験しながら学べる、それが植物園での学習です。 

URL：学習支援プログラム  

 

・園内の植物 

毎週更新される見ごろの植物をはじめとし、スタッフによる今週のおすすめの植物を園内の植物図

鑑とリンクさせ紹介。その他、今週の開花リストや筑波実験植物園の保有植物一覧もご覧いただけま

す。 

URL：園内の植物  

 

・空から見る植物園 

植物園の季節変化や多様な植物を、ドローン映像でご紹介する独自の取組です。 

URL：空から見る植物園  

 

（国立科学博物館 附属自然教育園） 

・自然教育園で学ぶ自然のメカニズム 

自然教育園は国の天然記念物に指定され、都市にありながら豊かな自然が残る場所です。この自然を

守るための維持管理について、実際のデータや画像、動画等のアーカイブを活用し、紹介しています。 

URL：自然教育園で学ぶ自然のメカニズム – ～人とのかかわりで守られる自然～ 

 

・学習教材 

園内での自然観察を楽しみ、自然への理解をより深められるように、季節ごとに観察ポイントをピッ

クアップし、学習教材として公開しています。また、自然観察を楽しみながら、自然を守るためのルー

ルも知ることができるワークシートと関連動画も紹介。これらは、学校等の事前・事後学習としての活

用も期待できます。 

URL：学習教材 

  

https://www.kahaku.go.jp/learning/leader/index.html
https://tbg.kahaku.go.jp/education/school/index.html
https://tbg.kahaku.go.jp/recommend/plant/index.php
https://tbg.kahaku.go.jp/introduction/drone/index.html
https://shizen-mechanism.kahaku.go.jp/
https://ins.kahaku.go.jp/education/material/index.html
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③ 東京国立近代美術館 

・ガイドスタッフによる対話鑑賞 

  解説ボランティア「MOMATガイドスタッフ」とともに、コレクション 3点程度を対話を通して鑑賞す

るギャラリートーク。ガイドスタッフ・テーマ・作品は毎回変わります。 

 URL：ガイドスタッフによる所蔵品ガイド - 東京国立近代美術館 

 

・教育の場で活用できる教材 

  アートカード、セルフガイドなど鑑賞の授業や来館前の事前学習で活用できる教材をご用意してい

ます。デジタル教材もご案内しています。 

 URL：教材 - 東京国立近代美術館 

 

・東京国立近代美術館 YouTubeチャンネル 

 東京国立近代美術館の所蔵作品について作家自身が語る「アーティスト・トーク」や所蔵作品の新たな

見方、楽しみ方をお伝えする「キュレータートーク」などの動画を公開しています。 

 URL：東京国立近代美術館｜The National Museum of Modern Art, Tokyo 

 

④ 国立工芸館 

・工芸トークオンライン 

工芸の鑑賞をご自宅や学校等で体験できるプログラム。1 作品を複数の高精細画像を通して 40～50

分かけてじっくりと味わいます。工芸鑑賞初心者からもっと詳しく知りたい方まで幅広くお楽しみい

ただけます。来館前のイメージづくり、また国立工芸館で過ごした時間を思い出すひとときとしてもお

すすめです。 

URL：【工芸トークオンライン】不定期開催 - 国立工芸館 

 

・学習支援プログラム（学校・教育関係の方向けのプログラム） 

校外学習や授業・課題協力、また学校の先生を対象とした研修などをご用意しました。 

URL：学校・教育関係の方向けのプログラム - 国立工芸館 

 

・「工芸とであう」（２D・３D鑑賞システム） 

2 台設置した 70V 型 8K タッチモニターにて、選りすぐりの所蔵作品を、高精細画像を通してご鑑賞

いただけます。工芸作品の魅力に目と心で”触れて”味わう試みです。 

URL：建物について - 国立工芸館 

URL：「工芸とであう」鑑賞システムの試み - 国立工芸館 

 

⑤ 京都国立近代美術館 

・感覚をひらく 新たな美術鑑賞プログラム創造推進事業 

地域の盲学校や大学、作家や専門家と連携して、「みる」ことを中心としてきた美術館での体験を問

https://www.momat.go.jp/learning/guided-tour
https://www.momat.go.jp/learning/school/educational-materials
https://www.youtube.com/@MOMAT60th/featured
https://www.momat.go.jp/craft-museum/events/onlineguide-20221109
https://www.momat.go.jp/craft-museum/learning/school
https://www.momat.go.jp/craft-museum/architecture
https://www.momat.go.jp/craft-museum/magazine/635-20210309
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い直し、障害の有無を超えて、誰もが美術館を訪れ、体験できるようなプログラムを創造、構築する取

り組みを行っています。 

URL：感覚をひらく―新たな美術鑑賞プログラム創造推進事業 

 

・京都国立近代美術館（YouTube） 

  京都国立近代美術館での展覧会に関連した動画などを公開しています。 

URL：京都国立近代美術館 The National Museum of Modern Art, Kyoto - YouTube 

 

⑥ 国立西洋美術館 

・国立西洋美術館（YouTube） 

国立西洋美術館コレクションの紹介動画などを YouTubeにて公開。 

URL：Welcome to NMWA｜国立西洋美術館へようこそ 

 

・国立西洋美術館 常設展－音声ガイドのご案内 

モネの絵画やロダンの彫刻作品など、当館の所蔵する西洋美術の作品の中から 29点を選び、その作

家や作品の特徴などについて音声で解説しています。 

ご自宅では音声による作品解説として、展示室では鑑賞ガイドとしてご利用いただけます。 

URL：音声ガイド｜国立西洋美術館 

  

・手話による常設展解説動画サービスを開始 

国立西洋美術館では日本手話・日本語字幕つきによる常設展示の作品解説をおこなった動画をご覧い

ただけるタブレット貸出サービスを開始しました。 

URL：常設展手話ガイドのご案内 

 

⑦ 国立国際美術館 

・みる＋（プラス） 

視覚（みる）だけに頼ることなく、ほかの感覚器官も存分に働かせることにより、誰でもが鑑賞をは

じめとする美術館のアクティヴィティを楽しめることを目指すプログラムです。 

URL：ユニバーサルプログラム-学び・体験｜国立国際美術館 

 

・美術館鑑賞プログラム 

誰もがさまざまなスタイルで参加できるように、7種の美術館鑑賞プログラムを用意。未就学児とそ

の保護者を対象とする「ちっちゃなこどもびじゅつあー 〜絵本もいっしょに〜」は、0歳児から美術

館を楽しめる内容です。聞こえない、聞こえにくいお子さんが参加できる回も実施しています。 

URL：美術館鑑賞プログラム-体験型プログラム｜国立国際美術館 

  

https://www.momak.go.jp/senses/
https://www.youtube.com/channel/UCPZmCaaZ7csjpxJEHBcrAsg
https://www.youtube.com/channel/UCFtBgJ1ArMLvcpQeT2vNupQ
https://www.nmwa.go.jp/jp/collection/audio-guide.html
https://www.nmwa.go.jp/jp/information/index.html#news652
https://www.nmao.go.jp/learning/universal_program/
https://www.nmao.go.jp/learning/activity_program/bijutour/
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⑧ 国立新美術館 

・建築ツアー 

一般の参加者を対象に、建物の中や外、バックヤードなどを歩いて巡りながら、建築の特徴や機能に

ついて紹介する建築ツアー。小学生を対象とした「こどもたんけんツアー」も毎年開催。 

URL：体験する・まなぶ | 国立新美術館 THE NATIONAL ART CENTER, TOKYO 

 

・建築ガイドアプリ CONIC 

国立新美術館の建築について紹介するウェブアプリ。スマートフォンなどの端末にダウンロードし、

建築の見どころに関する解説や、館内のおすすめスポットを巡るツアーを閲覧することができます。 

URL：国立新美術館建築ガイドアプリ CONIC 

 

・#新美 Tips 

国立新美術館の館内のさまざまな魅力や楽しみ方をウェブサイトおよび SNSで発信しています。 

URL：#新美 Tips | 国立新美術館 THE NATIONAL ART CENTER, TOKYO 

 

・「NACT View」シリーズ 

2022年より新規事業として美術館のパブリックスペースを使った小展示「NACT View」シリーズを開

始。若手から中堅の美術家、デザイナー、建築家、映像作家を招聘し、現代の多様な表現を紹介してい

ます。 

URL：企画展 | 国立新美術館 THE NATIONAL ART CENTER, TOKYO 

 

・国立新美術館（YouTube） 

  国立新美術館で開催した展覧会やシンポジウムなどの動画を公開しています。 

 URL：国立新美術館 （The National Art Center, Tokyo）NACT PV full 120 seconds version 

 

⑨ 国立アートリサーチセンター 

・国立アートリサーチセンター 組織概要リーフレット 

国立アートリサーチセンターは「アートをつなげる、深める、拡げる」をキーワードに、国内外の美

術館、研究機関をはじめ社会のさまざまな人々をつなぐ新たな拠点として、2023 年 3 月に設立されま

した。専門領域の調査研究（リサーチ）に留まらず、情報収集と国内外への発信、コレクションの活用

促進、人的ネットワークの構築、ラーニングの拡充、アーティスト支援などに取り組み、日本の美術館

活動全体の充実を目指します。 

URL：NCAR_Leaflet 

 

・「国立美術館 コレクション・ダイアローグ」「国立美術館 コレクション・プラス」 

地域におけるアートの鑑賞機会の充実と美術館の展示・調査研究活動の活性化に貢献することを目

的として、全国の美術館等と協働し、国立美術館のコレクションを活用した連携事業を実施していま

https://www.nact.jp/education/index.html#tour
https://www.nact.jp/education/conic.html
https://www.nact.jp/tips/index.html
https://www.nact.jp/exhibition_special/index.html
https://www.youtube.com/channel/UCmpKQQ64fhGqI_zRmLDXzig
https://ncar.artmuseums.go.jp/upload/ncar_leaflet_231108_ja.pdf
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す。国立美術館のコレクションに自館の所蔵作品を加えて構成する展覧会の企画案を、全国の美術館等

から募り、応募館を会場として実施します。 

URL：国立アートリサーチセンター｜美術館のコレクション 

 

・日本近現代アートのリサーチポータル Art Platform Japan、全国美術館収蔵品サーチ「SHŪZŌ」 

日本全国の美術館・博物館が収蔵する作品のデータベースです。収録範囲は日本近現代のアート作

品。各館から提供された情報に基づき、作家名、作品名、制作年、材質・技法、寸法・時間、所蔵先等

の項目が記載されています。 

URL：全国美術館収蔵品サーチ「SHŪZŌ」 | アートプラットフォームジャパン 

 

・アーティストの国際発信支援事業 

国外で開催される、ビエンナーレやトリエンナーレなど国際芸術展に日本のアーティストが参加す

る際の費用を、年２回の公募により主催団体を通じて支援しています。また国際芸術展のディレクター

やキュレーターを日本に招聘し、日本のアートをリサーチしてもらう招聘プログラムや、国際芸術展に

出展した日本のアーティストのインタビュー動画を制作するなど、様々な事業を組み合わせながら複

層的にアーティスト活動の支援と発信を行っています。 

URL：国立アートリサーチセンター｜グローバル・コミュニケーション 

  

・NCAR スタディ・ツアー 

国内外のナショナル・ミュージアムや美術専門家間の継続的なネットワーク構築を目的として、日本

のキュレーター・研究者を対象とした「NCAR スタディ・ツアー」を開催しています。今までに韓国、

カナダ、アメリカ、台湾にツアーを派遣し、今後オーストラリアにも派遣を予定しています。 

URL：国立アートリサーチセンター｜グローバル・コミュニケーション 

 

・「Social Story はじめて美術館にいきます。」 

だれもがアートに楽しめるよう、美術館へのアクセシビリティを高める事業の一つとして、美術館を

利用するにあたって障害となっていることを調査し、対応できるコンテンツやツールを開発します。

「Social Story」は、主に発達障害がある方とその家族に向けた美術館案内です。発達障害の方をはじ

め、美術館にはじめて訪問する方、利用することに不安を感じる方などが、どなたでも美術館を楽しみ

ながら過ごすことができるよう、わかりやすく説明した冊子です。 

URL：国立アートリサーチセンター｜アクセシビリティ 

 

・「ミュージアムの事例から知る！学ぶ！合理的配慮のハンドブック」 

令和 6 年 4 月に改正された障害者差別解消法にあわせ、ミュージアムでの合理的配慮について事例

をあげながら解説した冊子です。 

URL：【発行物】ミュージアムの事例（ケース）から知る！学ぶ！合理的配慮のハンドブック  

本冊子の紹介動画もあります。 

URL：「合理的配慮のハンドブック」紹介映像 

https://ncar.artmuseums.go.jp/activity/collections/#cooperativeprograms
https://artplatform.go.jp/ja/collections
https://ncar.artmuseums.go.jp/activity/globalcommunications/#artistsupport
https://ncar.artmuseums.go.jp/activity/globalcommunications/#globalnetworking
https://ncar.artmuseums.go.jp/activity/accessibility/#socialstory
https://ncar.artmuseums.go.jp/reports/accessibility/post2024-941.html
https://www.youtube.com/watch?v=D5RWwg-q0CE
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・美術館に関する意識調査 

国立美術館では、美術館に関する意識を広く確認することを目的とし、2015 年から継続的にインタ

ーネット調査を実施しています。関連する様々な検討・分析に活用いただけるよう、過去の調査結果の

一部を公開しています。 

URL： 

・2022 年度「美術館に関する意識調査」調査結果 

・2023 年度「美術館に関する意識調査」調査結果 

・「美術館に関する意識調査」2015年～2023年調査結果一覧 

 

【国立アイヌ民族博物館からのお知らせ】 

・「アイヌ文化でつながる博物館等ネットワーク」（愛称プンカㇻ）紹介ページの開設について 

国立アイヌ民族博物館では、主にアイヌ資料を所蔵している博物館等とネットワークを形成し、アイ

ヌ文化の振興・啓発に寄与するため、研修会や協働展示などを開催しています。今回、この事業の紹介

ページを開設しましたので、ぜひ、ご覧ください！ 

URL：「アイヌ文化でつながる博物館等ネットワーク」（愛称プンカㇻ） – 国立アイヌ民族博物館  

 

 

【文化庁文化経済・国際課 新文化芸術創造室からのお知らせ】 

・日本博 2.0事業について 

「日本博 2.0」では、インバウンド需要の回復や 2025年日本国際博覧会(大阪・関西万博)の機運醸

成を目指しつつ、日本の美と心を体現する我が国の文化芸術の振興及びその多様かつ普遍的な魅力を

発信する取組を支援する事業となります。 

URL：事業主催者の方へ | 日本博 Japan Cultural Expo｜縄文から現代まで続く「日本の美」 

 

 

【文化庁参事官（生活文化連携担当）付からのお知らせ】 

・食文化に関する学びや体験の提供に取り組んでいる博物館を募集しています！ 

文化庁では、食文化への学びや体験の提供に取り組む博物館、施設等に関する情報をウェブ上の仮

想ミュージアム「食文化ミュージアム」で一体的に発信しています。 

これまでに 119件の施設（うち博物館 20件）が食文化ミュージアムに認定されており、今年度も

募集を開始しました。 

皆様のご応募をお待ちしております。 

URL：食文化ミュージアム  

※（ご参考）別紙‐1 

https://ncar.artmuseums.go.jp/reports/museumsandsociety/awarenesssurveys/themedreports/post2023-18.html
https://ncar.artmuseums.go.jp/reports/museumsandsociety/awarenesssurveys/themedreports/post2024-1202.html
https://ncar.artmuseums.go.jp/reports/museumsandsociety/awarenesssurveys/themedreports/post2024-1214.html
https://nam.go.jp/networks/
https://japanculturalexpo.bunka.go.jp/ja/info/index2.html
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Ffoodculture2021.go.jp%2Fabout%2Ffoodculturemuseum%2F&data=05%7C02%7Cr-manabe%40mext.go.jp%7C549d3ae9365044e9c0be08dd08382de1%7C545810b036cb4290892648dbc0f9e92f%7C0%7C0%7C638675760001420915%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=TuO%2FcAovfWGF6i%2FNvmCICgQGem22Uz0RvLD83AObBcQ%3D&reserved=0


 

8 
 

【文部科学省初等中等教育局教育課程課からのお知らせ】 

・学校教育と博物館の連携 

学習指導要領には、学校教育における博物館や公文書館、その他資料館の活用を促す記載がありま

す。別紙を参考に、学校との連携・協働を図っていただき、学校教育における指導の充実にご協力いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

※（ご参考）別紙‐2 

 

 

以上 



【別紙‑1】



学習指導要領における博物館等社会教育施設との関連の記載

小学校学習指導要領
（H29告示）

中学校学習指導要領
（H29告示）

高等学校学習指導要領
（H30告示）

総則 総則 総則

第3 教育課程の実施と学習評価（抜粋）
地域の図書館や博物館，美術館，劇場，

音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，
資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学
習活動を充実すること。

第3 教育課程の実施と学習評価（抜粋）
地域の図書館や博物館，美術館，劇場，

音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，
資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学
習活動を充実すること。

第3款 教育課程の実施と学習評価（抜粋）
地域の図書館や博物館，美術館，劇場，

音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，
資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学
習活動を充実すること。

社会科 社会科（歴史的分野） 地理歴史科（歴史総合）

第3 指導計画の作成と内容の取扱い（抜
粋）
博物館や資料館などの施設の活用を図

るとともに，身近な地域及び国土の遺跡
や文化財などについての調査活動を取り
入れるようにすること。また，内容に関
わる専門家や関係者，関係の諸機関との
連携を図るようにすること。

小学校学習指導要領

第2 各分野の目標及び内容〔歴史的分
野〕
3 内容の取扱い（抜粋）
日本人の生活や生活に根ざした文化に

ついては，政治の動き，社会の動き，各
地域の地理的条件，身近な地域の歴史と
も関連付けて指導したり，民俗学や考古
学などの成果の活用や博物館，郷土資料
館などの施設を見学・調査したりするな
ど具体的に学ぶことを通して理解させる
ように工夫すること。

中学校学習指導要領

第3 歴史総合
3 内容の取扱い（抜粋）
年表や地図，その他の資料を積極的に

活用し，文化遺産，博物館や公文書館，
その他の資料館などを調査・見学したり
するなど，具体的に学ぶよう指導を工夫
すること。その際，歴史に関わる諸資料
を整理・保存することの意味や意義に気
付くようにすること。また，科目の内容
に関係する専門家や関係諸機関などとの
円滑な連携・協働を図り，社会との関わ
りを意識した指導を工夫すること。

高等学校学習指導要領

※理科、図工、総合的な学習の時間、に
も関連する記載有

※理科、美術、総合的な学習の時間、に
も関連する記載有

※地理歴史科（日本史探究、世界史探
究）、理科、理数、美術、総合的な探
究の時間、にも関連する記載有

【別紙-2】

https://www.mext.go.jp/content/20230120-mxt_kyoiku02-100002604_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230120-mxt_kyoiku02-100002604_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230120-mxt_kyoiku02-100002604_03.pdf


仙台市博物館の取組（学校向けに、博物館の活用検討時の参考となる情報を紹介している例）

岩手県立博物館の取組（学習指導要領の記載に沿って常設展示目録を整理している例）

博物館における取組例

岩手県立博物館HP

仙台市博物館HP

【別紙-2】

https://www2.pref.iwate.jp/%7Ehp0910/education/index.html
https://www.city.sendai.jp/museum/gakko/index.html
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